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はじめに 

 全国小児歯科開業医会（以下 JSPP）の資格支援委員会では、日本小児歯科学会認定歯科衛生士

の資格取得、更新について、会員のもとに勤める歯科衛生士の支援を行ないます。 

 今回、認定歯科衛生士が取得や資格更新に対し、どのような問題点があるのかを明確にする目的

で、アンケート調査を行いました。 

 

対象と方法 

調査対象は平成28年10月1日時点でJSPPの会員の医院に勤める認定歯科衛生士50名に依頼し、

アンケート調査用紙を該当医院へ送付し、それぞれが医院長を通さずに回答できるように、返信用

の封筒を同封しました。 

回答の期限は平成 28 年 11 月 30 日としました。 

回答数は 34 名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本小児歯科学会認定歯科衛生士について　アンケート

勤務体制　　　　医院常勤　　　　 複数勤務の方は、詳しくお願いします
　　　　　　　　　　非常勤（週　　　　　日） （例：週２　保健所勤務など）
　　　　　　　　　　その他
１．歯科衛生士になって何年目ですか？ 　　　　　　　　　年目（　　　　年取得）
２．現在、認定歯科衛生士ですか？ はい いいえ
３．資格更新をしていない　するつもりがない はい いいえ
４・専門医・認定医がいる はい➡ 常勤・非常勤（月に　　　日勤務）

いいえ
５．自分以外に勤務先に認定歯科衛生士がいる はい いいえ

更新について
６．認定歯科衛生士更新を行ったことがある はい いいえ
７．更新が難しいと感じていますか？ はい いいえ
８．更新が難しい理由・できない理由 a.退職した b.出産・育児・介護 c.転職
（複数回答OK) d.症例がない e.準備の時間がない
（更新せず資格がなくなった方もご記入ください） f.お金の問題 g.資格を生かせない

g.協力体制がない h.パソコンの扱いが大変
i.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

９．更新について相談がある場合はどうしますか？ a.学会へ問い合わせ
b.勤務先先輩に聞く
c.知り合いに聞く
d.医院の先生に聞く
e.相談先がない
f.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１０．更新について困ったことはありましたか？
ある方は具体的にお願いします。

認定歯科衛生士を取得する際について
１１．勤務何年目で取得を考えましたか？ （　　　　　　　年）
１２．取得した理由 a.スキルアップのため

b.先生や先輩に勧められて
c.興味があったから
d.患者さんのため
e.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１３．取得に際し問題になったことがありますか？ a.特にない
b.症例
c.周りの理解が得られない
d.パソコン操作
e.ポスター作製
f.お金の問題
g.発表の問題
h.移動の問題（学会場へ出向くため）
i.受験資格が問題（点数が足りないなど）
j.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

二枚目にもご記入をお願いします。

１４．認定歯科衛生士をどのように知りましたか？ a.学会場で
b.学会誌で
c.ホームページやメルマガで
d.先生や先輩から聞いた
e.その他

１５．取得する際、日本小児歯科学会の会員でしたか？a.かなり前から会員
b.取得のため入会した
c.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



 

結果 

勤務体制 

勤務体制 
 

常勤 26 

非常勤 7 

勤務していない 1 

回答数 34 

  
非常勤日数うちわけ 

週２日 1 

週２～３日 1 

週３～４日 1 

週４日 2 

週５日 2 

 
 

【 １．歯科衛生士になって何年目ですか？】 

１０年未満（６～９年） 7 

１０～１４年 6 

１５～１９年 11 

２０年以上 9 

記入なし 1 

回答数 34 

常勤, 26名

76.0%

非常勤 7名

20.6%

勤務してい

ない 1名

2.9%



  

【 ２．現在認定歯科衛生士ですか？】 

                        

34 名全員現在も認定歯科衛生士 

認定歯科衛生士率 １００％ 

 

 

【 ３．資格更新をしいていない、もしくは するつもりがないですか？】 

更新していきたい 30 

わからない 4 

回答数 34 

 
 

 

【 ４．勤務先に専門医もしくは認定医はいますか？】 

専門医・認定医がいる診療所に勤務 １００％ 

 

 

 

１０年未満

（６～９年）

7名 20.6%

１０～１４年

6名 17.6%

１５～１９年

11名 32.4%

２０年以上

9名 26.5%

記入なし

1名 2.9%

更新してい

きたい

30名

88.2%

わからない

4名

11.8%



【 ５．自分以外に勤務先に認定歯科衛生士はいますか？】 

勤務先に認定 DHの同僚がいる 26 

自分以外にはいない 7 

不明 1 

回答数 34 

 
【 ６．認定歯科衛生士更新を行ったことがありますか？】 

更新した 14 

まだ更新していない 20 

回答数 34 

 
【 ７．更新が難しいと感じていますか？】 

 難しい 19 

 難しくない 14 

 不明  1 

回答数 34 

勤務先に認

定DHの同

僚がいる

26名 76.5%

自分以外に

はいない

7名 20.6%

不明 1名

2.9%

更新した

14名 41.2%

まだ更新し

ていない 20

名 58.8%



 
【８ ．更新が難しい理由・できない理由はなんですか？】 

退職した 2 

出産・育児・介護 8 

転職 1 

症例がない 6 

準備の時間がない 7 

お金の問題 4 

資格を生かせない 4 

協力体制がない 1 

パソコンの扱いが大変 1 

その他 4 

重複回答 38 

  
【９ ．更新について相談がある時はどうしますか？】 

学会へ問い合わせ  14 

勤務先先輩に聞く 11 

知り合いに聞く 1 

医院の先生に聞く 20 

相談先がない  1 

  

難しい

19名 55.9%

難しくな

い 14名

41.2%

不明 1

名 2.9%
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重複回答 47 

 

 

【１０.更新について困ったことはありましたか？具体的にお願いします。】 

 

事務局の問題 

・更新申請書類の記入方法がわかりにくいので、記入例があったほうがいい 

・申請の際の書類の記載方法がわかりにくかった。例があればよかった。 

・資料がそろっているのか、記入の仕方が正しいのか更新できるのか不安でした。 

・更新の書類を発送後、受領証の発行がないので、不安。更新して、結果が来るまで 6か月ほど期間があるため。 

・問い合わせ先が不明瞭でわかりにくい 

・更新期間がわかりにくい、お知らせが来るのか？ 

 

更新の条件について 

・他の学会の認定歯科衛生士は、一度取得するとそのあとは、学会出席で維持できる。しかし小児歯科は症例発

表がずっと義務化されているのでハードルが高い。 

・更新の条件が厳しい 

・小児歯科以外へ転職した場合、更新する意味があるのか、考えた。金銭的につらい。 

 

更新のための準備 

・更新したいが子育てと日々の業務がやっとで準備できる時間がない 

・勤務時間が短いので、準備時間が限られている。取得は常勤のときだったが、現在はパートなので、診療や集団

指導にかかわる時間が少なくなる一方、更新の条件のハードルが高くなっていると思う。一度は更新したが次は難

しい。 

・取得は大学病院に勤務しているときだったので、時間の余裕があり勤務後の時間を使って準備できたが、開業医

に勤めるようになって更新は難しいと感じる。先生の協力で 1 回目の更新はできた。 

・自分は症例を作れる。しかし、後輩の取得の応援をしてあげる時、1 回目はできてもずっと応援できるかは不明。 

・出産、育児で、学会やセミナー参加不足となる。 

・5 年の間に発表できるのか、書籍にあげられるか不安でした。 

・パートになり時間がとりにくい 

・準備する時間がない 
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【１１．勤務何年目で取得を考えましたか？】 

1 年目 4 

2 年目  1 

4 年目 2 

5 年目 1 

7 年目  1 

8 年目  5 

9 年目 1 

10 年目 2 

12 年目  2 

15 年目 3 

18 年目 1 

20 年目  1 

24 年目 1 

25 年目 2 

 
27 

  
回答数２７ 

 
記入なし 7 名 7 

  
  

 
 

【 １２．取得した理由はなんですか？】 

スキルアップのため  18 

先生や先輩に勧められて  19 

興味があったから 6 

患者さんのため 5 

衛生士学校の先生に勧められて 1 

  
重複回答 49 
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【 １３．取得に際し問題になったことはありますか？】 

特にない 11 

症例 15 

周りの理解が得られない 1 

パソコン操作 7 

ポスター作製 7 

お金の問題 7 

発表の問題 6 

移動の問題（学会場へ出向くため） 4 

受験資格が問題（点数が足りないなど） 0 

その他 1 

重複回答 59 

 

【 １４．認定歯科衛生士をどのようにしりましたか？】 

学会場で 5 

学会誌で 1 

ホームページやメルマガで 1 

先生や先輩から聞いた  30 

.その他 5 

重複回答 42 
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【 １５．取得する際、学会の会員でしたか？】 

かなり前から会員 15 

取得のために入会した  19 

回答数  34 

  

 
 

まとめ 

 学会が認定する認定歯科衛生士を取得している歯科衛生士の半分以上が、JSPP 会員の医院に勤

務している。取得、更新ともその相談相手は、自分が勤務する医院の先生であることがわかる。 

また、更新に際し、医院の先生の協力が必要な場面も多く、JSPP は会員の先生のところに勤める

歯科衛生士に対し、取得・更新の際、どのような協力を行えるかを相談できる体制を整えていく必

要がある。 

 

                              資格支援委員会 
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